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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データ電極ラインと走査電極ラインとがそれぞれ所定間隔をおいて互いに交差するよう
に形成され、その交差領域に電界発光セルが形成された電界発光ディスプレイパネルにつ
いて、現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動時間
のディスプレイデータ信号それぞれとの変化ベクトルに対応するブーティング電流を前記
その次の水平駆動時間の初期に前記データ電極ラインのそれぞれに印加する電界発光ディ
スプレイパネルの駆動方法において、
　前記ブーティング電流の瞬時値が常に一定であり、前記ブーティング電流のそれぞれの
印加時間が現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動
時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとの変化量に比例している
　ことを特徴とする電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項２】
　現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号よりその次の水平駆動時間のディスプレ
イデータ信号が大きい場合は、前記ブーティング電流の方向が前記電界発光セルに対して
順方向であり、
　現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号よりその次の水平駆動時間のディスプレ
イデータ信号がより小さい場合は、前記ブーティング電流の方向が前記電界発光セルに対
して逆方向である
　ことを特徴とする請求項１に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
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【請求項３】
　現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号とその次の水平駆動時間のディスプレイ
データ信号とが同じである場合は、前記ブーティング電流を印加しない
　ことを特徴とする請求項２に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動方法。
【請求項４】
　データ電極ラインと走査電極ラインとがそれぞれ所定間隔をおいて互いに交差するよう
に形成され、その交差領域に電界発光セルが形成される電界発光ディスプレイパネルに関
し、現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動時間の
ディスプレイデータ信号のそれぞれとの変化ベクトルに対応するブーティング電流を前記
その次の水平駆動時間の初期に前記データ電極ラインのそれぞれに印加する電界発光ディ
スプレイパネルの駆動装置において、
　前記ブーティング電流の瞬時値が常に一定であり、前記ブーティング電流のそれぞれの
印加時間が現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動
時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとの変化量に比例している
　ことを特徴とする電界発光ディスプレイパネルの駆動装置。
【請求項５】
　前記データ電極ラインの信号入力端に連結され、入力されるスイッチング制御信号によ
りディスプレイデータ信号に対応するデータ電流信号を生成して前記データ電極ラインに
印加し、それぞれの水平駆動周期の初期に前記ブーティング電流を前記データ電極ライン
に印加するデータ駆動部と、
　入力されるスイッチング制御信号による走査駆動信号を前記走査電極ラインのそれぞれ
に順次印加する走査駆動部と、
　前記データ駆動部に前記ディスプレイデータ信号及び前記スイッチング制御信号を入力
し、前記走査駆動部にスイッチング制御信号を入力する制御部とを含む
　ことを特徴とする請求項４に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動装置。
【請求項６】
　前記データ駆動部が、
　前記制御部からのディスプレイデータ信号を周期的に保持する一方、現在の水平駆動時
間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動時間のディスプレイデータ信
号のそれぞれとを周期的に出力するラッチ回路と、
　前記ラッチ回路からの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれを前記
データ電流信号に変換するデジタル－アナログ変換器と、
　前記ラッチ回路からの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその
次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとを比較して前記ブーティング電
流を前記データ電極ラインに印加し、前記デジタル－アナログ変換器からのデータ電流信
号を前記データ電極ラインに印加する出力回路とを含む
　ことを特徴とする請求項５に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動装置。
【請求項７】
　前記ラッチ回路が、
　水平同期信号に従って、自己が保持しているディスプレイデータ信号を出力し、前記制
御部からのディスプレイデータ信号を保持する（ｎ＋１）データレジスタと、
　前記水平同期信号に従って、自己が保持しているディスプレイデータ信号を出力し、前
記（ｎ＋１）データレジスタそれぞれからのディスプレイデータ信号を保持するｎデータ
ラッチとを含む
　ことを特徴とする請求項６に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動装置。
【請求項８】
　前記出力回路が、
　前記ラッチ回路からの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその
次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとを比較し、増加又は減少を示す
増減信号、及び増減量を示す増減量信号を発生するデジタル比較器と、
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　その瞬時値が常に一定であり、前記デジタル比較器からの増減信号に従って極性が変わ
るブーティング電流を出力する電流源と、
　前記電流源のそれぞれから出力されるブーティング電流のそれぞれをスイッチングする
ブーティング電流スイッチと、
　前記デジタル比較器からの増減量信号のそれぞれに従って前記ブーティング電流スイッ
チのそれぞれの動作タイミングを制御するタイミング信号発生器と、
　前記ブーティング電流スイッチの出力信号と前記デジタルアナログ変換器からの出力信
号とを交互に選択し、選択した出力信号を前記データ電極ラインに印加する出力電流スイ
ッチとを含む
　ことを特徴とする請求項６に記載の電界発光ディスプレイパネルの駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電界発光ディスプレイパネルの駆動法及び装置に係り、より詳細には、デー
タ電極ラインと走査電極ラインとが所定間隔をおいて互いに交差するように形成され、そ
の交差領域に電界発光セルが形成される電界発光ディスプレイパネルの駆動法及び装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１に示すように、一般的な電界発光ディスプレイ装置は、電界発光ディスプレイパネ
ル２及び駆動装置を含む。駆動装置は、制御部２１、走査駆動部６及びデータ駆動部５を
含む。
【０００３】
　電界発光ディスプレイパネル２では、データ電極ライン３と走査電極ライン４とがそれ
ぞれ所定間隔をおいて互いに交差するように形成され、その交差領域に電界発光セル１が
形成される。
【０００４】
　制御部２１は、外部から入力される映像信号ＳＩＭを処理し、データ駆動部５にデータ
制御信号ＳＤＡを印加し、走査駆動部６に走査制御信号ＳＳＣを印加する。ここで、デー
タ制御信号ＳＤＡはディスプレイデータ信号及びスイッチング制御信号を含み、走査制御
信号ＳＳＣはスイッチング制御信号を意味する。
【０００５】
　データ電極ライン３の信号入力端に連結されたデータ駆動部５は、制御部２１からのス
イッチング制御信号により制御部２１からのディスプレイデータ信号に対応するデータ電
流信号を生成してデータ電極ライン３に印加する。
【０００６】
　走査電極ライン４の信号入力端に連結された走査駆動部６は、制御部２１から入力され
るスイッチング制御信号による走査駆動信号を走査電極ライン４それぞれに順次印加する
。
【０００７】
　図２に示すように、図１の電界発光ディスプレイ装置のデータ駆動部５は、インタフェ
ース３０、ラッチ回路３１、デジタル－アナログ変換器（Ｄ／Ａ）３２及び出力回路３３
を含む。
【０００８】
　制御部２１からインタフェース３０を通じて入力される水平同期信号ＨＳＹＮＣに従っ
て動作するラッチ回路３１は、制御部２１からインタフェース３０を通じて入力されるデ
ィスプレイデータ信号ＤＤＡを周期的に格納する一方、現在の水平駆動時間のディスプレ
イデータ信号それぞれとその次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号それぞれとを周
期的に出力する。
【０００９】
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　Ｄ／Ａ３２は、ラッチ回路３１からの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号そ
れぞれをデータ電流信号に変換する。出力回路３３は、Ｄ／Ａ３２からのディスプレイデ
ータ信号によるデータ出力信号ＩＤ１ないしＩＤｍをデータ電極ライン３に印加する。
【００１０】
　前記のような一般的な電界発光ディスプレイ装置において、水平駆動時間の初期ごとに
ブーティング電流をデータ電極ライン３に印加して駆動速度を向上させる技術（特許文献
１参照）や、データの増減により前記ブーティング電流を制御して消費電力を減らす技術
（特許文献２参照）が知られている。このような技術に基づく一般的な駆動装置及び方法
を次に説明する。
【００１１】
　図１ないし３を参照して説明すると、図２のデータ駆動部５のラッチ回路３１は、一般
的に（ｎ＋１）データレジスタ３１Ｒ１ないし３１Ｒｍ及びｎデータラッチ３１Ｌ１ない
し３１Ｌｍを含む。また、図２のデータ駆動部５の出力回路３３は、一般的にデジタル比
較器３３Ｃ１ないし３３Ｃｍ、Ｄ／Ａ３３Ｄ１ないし３３Ｄｍ及び出力電流スイッチＳ１

ないしＳｍを含む。
【００１２】
　（ｎ＋１）データレジスタ３１Ｒ１ないし３１Ｒｍは、水平同期信号ＨＳＹＮＣに従っ
て、それらが保持しているディスプレイデータ信号を出力し、制御部２１からインタフェ
ース３０を通じて入力されるディスプレイデータ信号Ｄｎ＋１を保持する。ｎデータラッ
チ３１Ｌ１ないし３１Ｌｍは、水平同期信号ＨＳＹＮＣに従って、それらが保持している
ディスプレイデータ信号を出力し、（ｎ＋１）データレジスタ３１Ｒ１ないし３１Ｒｍの
それぞれからのディスプレイデータ信号Ｄｎを保持する。
【００１３】
　Ｄ／Ａ３２１ないし３２ｍは、ラッチ回路３１のｎデータラッチ３１Ｌ１ないし３１Ｌ

ｍからの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎのそれぞれをデータ電流信号
ＩＤＰ１ないしＩＤＰｍに変換する。
【００１４】
　出力回路３３のデジタル比較器３３Ｃ１ないし３３Ｃｍは、ｎデータラッチ３１Ｌ１な
いし３１Ｌｍからの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎと（ｎ＋１）デー
タレジスタ３１Ｒ１ないし３１Ｒｍからの次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄ

ｎ＋１とを比較し、その結果としてのブーティングデータ信号を発生する。Ｄ／Ａ３３Ｄ

１ないし３３Ｄｍは、デジタル比較器３３Ｃ１ないし３３Ｃｍからのブーティングデータ
信号をアナログ信号に変換してブーティング電流ＩＢ１ないしＩＢｍを出力する。出力電
流スイッチＳ１ないしＳｍは、出力回路３３のＤ／Ａ３３Ｄ１ないし３３Ｄｍからの出力
信号ＩＢ１ないしＩＢｍとＤ／Ａ３２１ないし３２ｍからの出力信号ＩＤＰ１ないしＩＤ

Ｐｍとを交互に選択して、選択した出力信号をデータ出力信号ＩＤ１ないしＩＤｍとして
データ電極ライン３に印加する。
【００１５】
　図３及び４を参照して図３のデータ駆動部を有する一般的な電界発光ディスプレイ装置
の駆動方法を説明する。図４において、参照符号ＩＤＰ１はいずれか１つのＤ／Ａ３２１

からのデータ電流信号を、ＩＤ１はＤ／Ａ３２１に対応する出力電流スイッチＳ１からデ
ータ電極ライン（図１の３ａ）に印加されるデータ出力信号を、ＶＤ１はデータ電極ライ
ン（図１の３ａ）に印加されるデータ電圧信号を、そしてＶＳ１ないしＶＳ６は走査電極
ライン（図１の４）に印加される走査電圧信号をそれぞれ示している。
【００１６】
　データ出力信号ＩＤ１を参照すれば、現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄ

ｎとその次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎ＋１の変化ベクトルに対応する
ブーティング電流がその次の水平駆動時間の初期にデータ電極ライン（図１の３ａ）に印
加される。ここで、ブーティング電流の瞬時値は、データ電流信号ＩＤＰ１の増減量に比
例する。これと関連し、第１及び第２水平駆動周期ｔ１～ｔ３，ｔ１～ｔ３を代表して説
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明する。
【００１７】
　第１水平駆動周期ｔ１～ｔ３のブーティング時間ｔ１～ｔ２では、その走査時間ｔ２～
ｔ３におけるデータ電流信号ＩＤＰ１がそれ以前の走査時間（図示せず）におけるデータ
電流信号ＩＤＰ１より大きいので、その差分に比例した正のブーティング電流がデータ電
極ライン（図１の３ａ）に印加される。
【００１８】
　第２水平駆動周期ｔ１～ｔ３のブーティング時間ｔ３～ｔ５では、その走査時間ｔ４～
ｔ５におけるデータ電流信号ＩＤＰ１がそれ以前の走査時間ｔ２～ｔ３におけるデータ電
流信号ＩＤＰ１より小さいので、その差分に比例した負のブーティング電流がデータ電極
ライン（図１の３ａ）に印加される。
【００１９】
　従って、前記のような一般的な駆動装置及び方法によれば、ブーティング電流により駆
動速度が向上されうる。しかし、ブーティング電流の瞬時値がデータ電流信号ＩＤＰ１の
増減量に比例するので、データ電流信号ＩＤＰ１の増減量が非常に大きい場合にはブーテ
ィング電流の瞬時値が非常に大きくなり、走査されない電界発光セルを発光させる原因と
なるクロストークが生じ、また、消費電力が増えるといった問題点がある。
【特許文献１】米国特許第６，５３１，８２７号公報
【特許文献２】ヨーロッパ特許公開第１，０９１，３４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２０】
　本発明の目的は、電界発光ディスプレイパネルの駆動方法及び装置において、水平駆動
周期の初期に高速動作のためのブーティング電流を効率的に印加することにより、走査さ
れない電界発光セルを発光させるようなクロストークの発生を防止し、消費電力を減らす
ところにある。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　前記目的をなすための本発明は、データ電極ラインと走査電極ラインとがそれぞれ所定
間隔をおいて互いに交差するように形成され、前記交差領域に電界発光セルが形成される
電界発光ディスプレイパネルに関し、現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそ
れぞれとその次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとの変化ベクトルに
対応するブーティング電流を前記その次の水平駆動時間の初期に前記データ電極ラインの
それぞれに印加する電界発光ディスプレイパネルの駆動方法及び装置である。ここで、前
記ブーティング電流の瞬時値が常にほぼ一定であり、前記ブーティング電流のそれぞれの
印加時間が現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとその次の水平駆動
時間のディスプレイデータ信号のそれぞれとの変化量に比例する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明の前記電界発光ディスプレイパネルの駆動法及び装置によれば、前記ブーティン
グ電流による必要電力が印加時間により調整されて前記ブーティング電流の瞬時値が常に
ほぼ一定となる。従って、前記ブーティング電流の瞬時値の過度な上昇を制限できるので
、走査されない電界発光セルを発光させるようなクロストークの発生を防止し、また、消
費電力を減らすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、添付図面を参照して本発明による望ましい実施形態を詳細に説明する。
【００２４】
　すでに説明された図１及び２の一般的な駆動装置の基本的な構成及び動作は本発明の駆
動装置にも同様に適用されるので、その説明が省略される。
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【００２５】
　図１、２及び５を参照して説明すると、本発明の望ましい実施形態では、図２のデータ
駆動部５のラッチ回路３１を置き換えるラッチ回路５１が、典型的には、（ｎ＋１）デー
タレジスタ５１Ｒ１ないし５１Ｒｍ及びｎデータラッチ５１Ｌ１ないし５１Ｌｍを含む。
また、図２のデータ駆動部５の出力回路３３を置き換える出力回路５３は、デジタル比較
器５３Ｃ１ないし５３Ｃｍ、電流源（ＣＳ）５３Ｓ１ないし５３Ｓｍ、ブーティング電流
スイッチＳＢ１ないしＳＢｍ、ＴＧ５３Ｔ１ないし５３Ｔｍ、出力電流スイッチＳ１ない
しＳｍを含む。
【００２６】
　（ｎ＋１）データレジスタ５１Ｒ１ないし５１Ｒｍは、水平同期信号ＨＳＹＮＣに従っ
て、それらに保持されているディスプレイデータ信号を出力し、制御部２１からインタフ
ェース３０を通じて入力されるディスプレイデータ信号Ｄｎ＋１を保持する。ｎデータラ
ッチ５１Ｌ１ないし５１Ｌｍは、水平同期信号ＨＳＹＮＣに従って、それらに保持されて
いるディスプレイデータ信号を出力し、（ｎ＋１）データレジスタ５１Ｒ１ないし５１Ｒ

ｍのそれぞれからのディスプレイデータ信号Ｄｎを保持する。
【００２７】
　Ｄ／Ａ５２１ないし５２ｍは、ラッチ回路５１のｎデータラッチ５１Ｌ１ないし５１Ｌ

ｍからの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎのそれぞれをデータ電流信号
ＩＤＰ１ないしＩＤＰｍに変換する。
【００２８】
　出力回路５３のデジタル比較器５３Ｃ１ないし５３Ｃｍは、ｎデータラッチ５１Ｌ１な
いし５１Ｌｍからの現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎと（ｎ＋１）デー
タレジスタ５１Ｒ１ないし５１Ｒｍからの次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄ

ｎ＋１とを比較し、増加又は減少を示す増減信号、及び増減量を示す増減量信号を発生す
る。
【００２９】
　ＣＳ５３Ｓ１ないし５３Ｓｍは、その瞬時値が常にほぼ一定であり、デジタル比較器５
３Ｃ１ないし５３Ｃｍからの増減信号によりその極性が変わるブーティング電流を出力す
る。例えば、いずれか１つのデータ電極ラインに関し、現在の水平駆動時間のディスプレ
イデータ信号Ｄｎに比べて次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎ＋１が大きく
なる場合は、前記データ電極ラインに対応するＣＳは、次の水平駆動時間において正のブ
ーティング電流を出力する。これと反対に、いずれか１つのデータ電極ラインに関し、現
在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎに比べて次の水平駆動時間のディスプレ
イデータ信号Ｄｎ＋１が小さい場合は、前記データ電極ラインに対応するＣＳは、次の水
平駆動時間において負のブーティング電流を出力する。このようなブーティング電流が水
平駆動時間の初期にデータ電極ライン（図１の３）のそれぞれに印加されるので、電界発
光セル１の寄生キャパシタンスが作用するにもかかわらず、電界発光セル１の電圧印加速
度、すなわち駆動速度を速くすることができる。
【００３０】
　ブーティング電流スイッチＳＢ１ないしＳＢｍは、ＣＳ５３Ｓ１ないし５３Ｓｍのそれ
ぞれから出力されるブーティング電流ＩＢ１ないしＩＢｍのそれぞれをスイッチングする
。
【００３１】
　ＴＧ５３Ｔ１ないし５３Ｔｍは、デジタル比較器５３Ｃ１ないし５３Ｃｍからの増減量
信号のそれぞれに従ってブーティング－電流スイッチＳＢ１ないしＳＢｍのそれぞれの動
作タイミングを制御する。より詳細には、ＴＧ５３Ｔ１ないし５３Ｔｍは、それぞれの水
平駆動周期の初期（図６のｔ１～ｔ３，ｔ４～ｔ６，ｔ７～ｔ９，ｔ１０～ｔ１２，ｔ１
３～ｔ１５，ｔ１６～ｔ１８）において、ディスプレイデータ信号の増減量に比例した時
間にブーティング－電流スイッチＳＢ１ないしＳＢｍとターンオンする。
【００３２】
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　これにより、ブーティング電流ＩＢ１ないしＩＢｍによる必要電力が印加時間により調
整され、ブーティング電流ＩＢ１ないしＩＢｍの瞬時値が常にほぼ一定になりうる。従っ
て、ブーティング電流ＩＢ１ないしＩＢｍの瞬時値の過度な上昇が制限できるので、走査
されない電界発光セルが発光するようなクロストークの発生が防止され、消費電力が減り
うる。
【００３３】
　出力電流スイッチＳ１ないしＳｍは、ブーティング電流スイッチＳＢ１ないしＳＢｍの
出力信号ＩＢ１ないしＩＢｍとＤ／Ａ５２１ないし５２ｍからの出力信号ＩＤＰ１ないし
ＩＤＰｍとを交互に選択肢、選択した出力信号をデータ出力信号ＩＤ１ないしＩＤｍとし
てデータ電極ライン３に印加する。
【００３４】
　図５及び６を参照して図６のデータ駆動部を有する本発明の望ましい実施形態の電界発
光ディスプレイ装置の駆動方法を説明する。図６において、参照符号ＩＤＰ１はいずれか
１つのＤ／Ａ５２１からのデータ電流信号を、ＩＤ１はＤ／Ａ５２１に対応する出力電流
スイッチＳ１からデータ電極ライン（図１の３ａ）に印加されるデータ出力信号を、ＶＤ

１はデータ電極ライン（図１の３ａ）に印加されるデータ電圧信号を、そして、ＶＳ１な
いしＶＳ６は走査電極ライン（図１の４）に印加される走査電圧信号をそれぞれ示してい
る。
【００３５】
　データ出力信号ＩＤ１を参照すると、現在の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄ

ｎとその次の水平駆動時間のディスプレイデータ信号Ｄｎ＋１の変化ベクトルに対応する
ブーティング電流がその次の水平駆動時間の初期ｔ１～ｔ３，ｔ４～ｔ６，ｔ７～ｔ９，
ｔ１０～ｔ１２，ｔ１３～ｔ１５，ｔ１６～ｔ１８においてデータ電極ライン（図１の３
ａ）に印加される。これにより、電界発光セル１の寄生キャパシタンスが作用するにもか
かわらず、電界発光セル１の電圧印加速度、すなわち駆動速度を速くすることができる。
【００３６】
　ここで、ブーティング電流の瞬時値ＩＲＥＦは常にほぼ一定であるが、ブーティング電
流の印加時間ｔ１～ｔ２，ｔ４～ｔ５，ｔ７～ｔ８，ｔ１０～ｔ１１，ｔ１３～ｔ１４，
ｔ１６～ｔ１７はデータ電流信号ＩＤＰ１の増減量に比例する。これにより、ブーティン
グ電流ＩＢ１による必要電力が印加時間により調整されてブーティング電流ＩＢ１の瞬時
値が常にほぼ一定になりうる。従って、ブーティング電流ＩＢ１の瞬時値の過度な上昇が
制限されうるので、走査されない電界発光セルが発光するようなクロストークの発生が防
止され、消費電力が減りうる。これと関連し、第１及び第２水平駆動周期ｔ１～ｔ４，ｔ
４～ｔ７を代表して説明する。
【００３７】
　第１水平駆動周期ｔ１～ｔ４の初期ｔ１～ｔ３では、その走査時間ｔ３～ｔ４における
データ電流信号ＩＤＰ１がそれ以前の走査時間（図示せず）におけるデータ電流信号ＩＤ

Ｐ１より大きくなる。それにより、正の瞬時値＋ＩＲＥＦのブーティング電流がデータ電
極ライン（図１の３ａ）に印加され、その印加時間ｔ１～ｔ２がデータ電流信号ＩＤＰ１

の増加量に比例する。
【００３８】
　第２水平駆動周期ｔ４～ｔ７の初期ｔ４～ｔ６では、その走査時間ｔ６～ｔ７における
データ電流信号ＩＤＰ１がそれ以前の走査時間ｔ３～ｔ４におけるデータ電流信号ＩＤＰ

１より小さくなる。それにより、負の瞬時値－ＩＲＥＦのブーティング電流がデータ電極
ライン（図１の３ａ）に印加され、その印加時間ｔ４～ｔ５がデータ電流信号ＩＤＰ１の
増加量に比例する。
【００３９】
　本発明は、前記実施形態に限定されず、請求範囲において定義された発明の思想及び範
囲内で当業者により変形及び改良されうる。
【００４０】
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　以上のように、本発明によれば、電界発光ディスプレイ装置において、走査されない電
界発光セルが発光するようなクロストークの発生を防止し、消費電力を減らすことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】一般的な電界発光ディスプレイ装置の構成を示す図面である。
【図２】図１の電界発光ディスプレイ装置のデータ駆動部の構成を示すブロック図である
。
【図３】図２のデータ駆動部の一般的な内部構成を示す詳細ブロック図である。
【図４】図３のデータ駆動部を有した一般的な電界発光ディスプレイ装置の駆動法を示す
タイミング図である。
【図５】図２のデータ駆動部の本発明による内部構成を示す詳細ブロック図である。
【図６】図５のデータ駆動部を有した本発明による電界発光ディスプレイ装置の駆動法を
示すタイミング図である。
【符号の説明】
【００４２】
ＳＩＭ　映像信号
ＳＤＡ　データ制御信号
ＳＳＣ　走査制御信号
１　電界発光素子
２　電界発光ディスプレイパネル
３　データ電極ライン
４　走査電極ライン
５　データ駆動部
６　走査駆動部
８　ＣＳ
ＤＤＡ　ディスプレイデータ信号
ＨＳＹＮＣ　水平同期信号
３１，５１　ラッチ回路
３３，５３　出力回路
３２，３２１ないし３２ｍ，３３Ｄ１ないし３３Ｄｍ，５２１ないし５２ｍ　Ｄ／Ａ
３１Ｒ１ないし３１Ｒｍ，５１Ｒ１ないし５１Ｒｍ　（ｎ＋１）データレジスタ
３１Ｌ１ないし３１Ｌｍ，５１Ｌ１ないし５１Ｌｍ　ｎデータラッチ
３３Ｃ１ないし３３Ｃｍ，５３Ｃ１ないし５３Ｃｍ　デジタル比較器
Ｓ１ないしＳｍ　出力電流スイッチ
ＩＢ１ないしＩＢｍ　ブーティング電流
ＩＤＰ１ないしＩＤＰｍ　データ電流信号
ＩＤ１ないしＩＤｍ　データ出力信号
ＶＤ１　データ電圧信号
ＶＳ１ないしＶＳ６　走査電圧信号
５３Ｓ１ないし５３Ｓｍ　ＣＳ
ＳＢ１ないしＳＢｍ　ブーティング電流スイッチ
５３Ｔ１ないし５３Ｔｍ　ＴＧ
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